特発骨折に関連する恥骨・坐骨の骨梁構造および力学的特性の研究 by 方宇 壽恒
特発骨折に関連する恥骨・坐骨の骨梁構造および力
学的特性の研究
著者 方宇 壽恒
号 2615
発行年 1994
URL http://hdl.handle.net/10097/21006
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の条件
最終学歴
学位論文題目
ほううじゅこう
 方宇壽恒(宮城県)
 博士(医学)
 医第2615号
 平成6年2月23日
 学位規則第4条第2項該当
 昭和60年3月26日
東北大学医学部医学科卒業
 特発骨折に関連する恥骨・坐骨の骨梁構造および
 力学的特性の研究
論文審査委員
 (主査)
教授櫻井
教授高橋
実
徹
教授半田康延
 一473一
論文内容要旨
 特発骨折(insufficiencyfracture)は骨脆弱性を基盤とした外傷によらない骨折の1っであ
 り,閉鎖孔周囲部の恥骨・坐骨に多くみられる。しかし本症の発症機序は未だ解明されていない
 ため,本研究では形態学および生体力学の両面から本症の病態を検討した。形態学的には死体骨
 盤標本から得られた菲薄切片およびその軟X線像の骨梁構造を肉眼的に観察した。生体力学的
 には片側骨盤モデルをコンピューター上に作成し,2次元有限要素法による応力解析を行なった。
 恥骨上枝および恥骨体部の骨梁構造は恥骨結合に向かって凸のメッシュ状アーケード構造
 (Gothicarch)を呈しており,同部位での圧縮および曲げ応力の集中を反映していた。恥骨下
 枝では長軸方向に骨梁が配列し,長軸方向の引っ張りおよび圧縮応力を反映していた。坐骨体で
 は臼蓋から坐骨結節に向かった骨梁線が観察され,座位での荷重に対応した骨梁形態を呈してい
 た。坐骨結節では恥骨下枝からの骨梁線と坐骨体部からの骨梁線がほぼ直交しメッシュ状となっ
 ていた。一方,2次元有限要素法による応力解析では骨軟骨および骨梁のヤング率・降伏応九
 骨盤の厚さ分布および骨梁構造のすべてを考慮した片側骨盤モデルでは閉鎖孔周辺部に応力集中
 が荷重時早期に認められた。また,弓状線面に平行な片側骨盤モデルでは荷重時に恥骨上枝に応
 力集中がみられた。以上の形態学的および生体力学的検討から閉鎖孔周辺部の恥骨・坐骨では応
 力集中が起こり易い部位であることが示唆される。したがって骨粗鬆症では骨脆弱性が基盤にあ
 り,生理的な荷重で発生する応力が骨強度を凌駕し,閉鎖孔近傍部の恥骨・坐骨において特発骨
 折が発症し易いと考えられる。また,2次元有限要素法は本骨折の発症機序を解明するうえで有
 用であると考える。
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 審査結果の要旨
 高齢化社会を迎えた我が国において,運動器官の障害を扱う整形外科領域の中に骨粗鬆症によ
 る骨折の問題が提起されている。一般に骨折は何らかの外的ストレスによって生ずるものと考
 えられていたが,高齢者が多く存在するようになった現今よく調査してみると,特に外力を受け
 なくても自己の体重を支えきれずに自然に骨折を起こす特発性骨折,ないしはinsufficiency
 fractureと言われるものが指摘されている。
 著者はこれに着目して既に恥骨,坐骨に生ずる本骨折の臨床的な所見や,その背景などの研究
 を進めていたが,本研究論文は何故骨盤の同部分に特発骨折が生ずるかについて,基本的に人間
 の骨格の形態学および生体力学の両面について検討を行なったものである。先ず第一に,健常者
 の屍体骨盤の標本から得られる菲薄切片の肉眼的性状,およびそのX線像から骨梁構造の特徴
 について観察を行なった。その上で生体力学的に骨盤と大腿骨の体重を支える場合の力学的作用
 点と,その力量について二次元有限要素法による応力解析を行なった。その結果,片側起立を条
 件とした正常な骨盤において圧力の加わる部分は,当然寛骨臼蓋と大腿骨頭の部分に集約される
 が,恥骨においては牽引張力が水平に走ることが証明された。
 この二次元有限要素法によって,骨梁のヤング率,降伏応力,骨盤の厚さの分布および骨梁の
 構造を考慮して応力の集中するところを観察すると,閉鎖孔周辺部に荷重が集中することも解析
 できた。
 構築学的に骨梁構造が何故特殊な海綿状になっているのかの研究は未だ著に付いたものと言え
 るが,合目的に張力ないしは圧迫に対応して骨が成長してその構造を維持すると考えれば,本研
 究の如きコンピューターによる有限要素法の研究は骨格構造の理解と支持組織としての骨格系疾
 患の治療の上で極めて有用なものである。
 本研究の以前に調査を行なった骨盤の特発骨折もほとんどが恥骨および坐骨に発生しており,
 骨梁構造のみでなく,骨の全体の量が減少していく骨粗鬆症においては遂に体重を支えきれなく
 なった結果,ここに破綻現象が生じることの裏付けとして本研究は極めて価値が高い。このよう
 な理由から生体力学の分野を開拓した意味からも,十分学位論文に相当するものと認められる。
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